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第２学年算数科学習指導案

授業日 平成２０年９月４日（木）
時 間 ５校時
場 所 ２年１組教室 ２年２組教室 ２年３組教室
児 童 男子１４名 男子１３名 男子１３名

女子１０名 女子１１名 女子１２名
計２４名 計２４名 計２５名

指導者 阿 部 眞 澄 菅 原 斉 中 田 佳 織

１ 単元名 ひっ算のしかたを考えよう

２ 単元について

（１）教材観

本単元、学習指導要領の内容のＡ「数と計算」の（２）「加法及び減法についての理解を深め、

それらを用いる能力を伸ばす。」に関する内容は、以下のとおりである。

ア 加法と減法の相互関係について理解すること。

イ ２位数までの加法及びその逆の減法の計算の仕方を考え、それらの計算が

１位数などについての基本的な計算を基にしてできていることを理解し、

それらの計算が確実にできること。また、それらの筆算のしかたについて

理解すること。

ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕方を考えたり

計算の確かめをしたりすることに生かすこと。

本単元は、既習の２位数の加減の筆算の原理や手順を基礎として、類推的思考をはたらかせて発

展的に理解することができる筆算と、波及的に繰り上がったり繰り下がったりする新たな内容を含

む筆算がある。いずれも今後の学習の基礎となる重要な内容といえる。しっかりと計算のしかたを

理解させ習熟させたいが、筆算形式の指導に偏ることなく、筆算の原理や手順を図や操作と関連づ

けてまとめることも重要である。また、本単元学習後も適宜習熟を図る指導を継続的に取り入れる

などの配慮も必要である。

（２）児童観

筆算のレディネステストの結果は以下の通りである。

問 題 正 答 率

既習 １ ２位数＋２位数，１位数＋２位数 （繰り上がりありの筆算）
（１）４７＋１３ ９７ ％
（２）５６＋３５ ９３ ％
（３）１５＋７９ ９５ ％
（４） ４＋２７ ９４ ％

２ 加法の立式 ８９ ％
答え ８６ ％

３ ２位数－１，２位数（繰り下がりありまたはなしの筆算）
（１）５７－２１ ９４ ％
（２）７０－３ ８９ ％
（３）５２－３５ ９０ ％
（４）９３－６８ ８４ ％

未習 ４ （１）７４＋４２ ４４ ％
（２）１２３－８６ １５ ％

児童は、意欲的に学習に取り組む。特に、結果がはっきりする計算については熱心に散り組む傾

向にあるが、スピードや正確さについては個人差が大きくなりつつある。

また、特に減法について、数が減少するという意味、時間的経過の中で減っていく事実がなかな

か理解できず、数概念の理解が深まらない児童もみられる。
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（３）指導観

一の位で繰り上がりのある筆算や一の位への繰り下がりのある筆算の原理や手順については、第

２学年第３・４単元において学習してきている。このことから、先ず、既習の計算方法との違いを

明らかにすることで、学習に対する意欲化を図り、理解を確実にしたい。

また、繰り上がりや繰り下がりが二回連続する筆算や、波及的に繰り下がったり繰り上がったり

する筆算は、児童にとってかなり抵抗がありつまずきも多く見られると予想される。つまずいてい

る児童には、位ごとの計算を丁寧に扱い、常に１０のまとまりを意識させ、十進位取り記数法の原

理を確実に身につけさせていきたい。また、繰り上がりや繰り下がりを忘れたり、その処理を誤る

ミスを防ぐためにも、答えの見積もりをする活動や検算で答えを確かめる活動も、単元の中で取り

入れていきたい。

第２時では、繰り上がりが一の位と十の位の二回行われる筆算のしかたを身に付けることを目的

としている。既習事項である２位数＋２位数＝３位数の計算（百の位への繰り上がりあり）につい

て振り返り、その後計算を行う。その際、数カードを用いて十のまとまりを意識させ、各位での計

算をもとに繰り上がりが二回ある筆算ができることを理解させたい。定着・習熟の段階においては、

繰り上がりが二回ある筆算を作り、解いていくことで理解を確かなものにしたい。

第３時では、一の位から十の位へ繰り上がりがあるために、百の位へ波及的に繰り上がる２位数

＋１，２位数の筆算のしかたを理解させることを目的とする。前時に学習した７６＋５８の筆算の

しかたと本時の問題を比較することで、波及的に繰り上がりが生じるという違いはあるが、十の位、

百の位への繰り上がりのある既習の筆算の計算のしかたと同じ手順で計算できることに気付かせた

い。定着・習熟の段階においては、複数の筆算の問題の中から本時で学習した筆算と同じ型のもの

を見つける問題も出題し、波及的繰り上がりのある筆算についての理解を深めさせたい。

第５時では、一の位と十の位へ繰り下がりがある３位数－２位数の筆算形式の手順の理解を確実

にする。先ず、前時に学習した１２９－５３の筆算との違いから、一の位と十の位の両方に繰り下

がりがあることをおさえさせたい。児童にとって繰り下がりが二回連続することは抵抗が大きい。

そこで、位ごとの計算を丁寧に扱うこととある位の計算の時その上の位のひかれる数がどのように

変わるかに注意しながら計算することを中心に指導していきたい。また、定着・習熟の段階では、

繰り下がりが二回ある筆算を作り、それを解くことで理解を深めさせたい。

３ 単元の目標

○筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数、３位数－１，２位数＝２位数の計算のしかたにつ

いて理解し、それを用いる能力を高める。

〔関心・意欲・態度〕・筆算のよさを認め、進んで既習の筆算のしかたを活用しようとする。

〔数学的な考え方〕・既習の筆算から類推して筆算形式による２位数＋１,２位数＝３ 位

数、３位数－１，２位数＝２位数の筆算のしかたを考える。

〔表現・処理〕 ・筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数、３位数－１，２位数＝

２位数の計算ができる。

〔知識・理解〕 ・筆算形式による２位数＋１，２位数＝３位数、３位数－１，２位数＝

２位数の計算のしかたを理解する。



４ 単元関連表

１年 ２年 ３年

④あわせていくつ ②何十の計算 ⑤たし算とひき算の筆算

ふえるといくつ ・数の構成に基づく数え ・３位数＋２，３位数

・１位数＋１位数＝１位数 方と加減計算 ・３位数－１～３位数

⑤のこりはいくつ ③たし算のひっ算

ちがいはいくつ ・加法の筆算形式

・１位数－１位数＝１位数 ・２位数＋１，２位数＝２位数

・加法の検算（交換法則）

・未知数としての□の利用

⑧ふえたりへったり

・３口の数の加法,減法

④ひき算のひっ算

・減法の筆算形式

⑨たしざん ・２位数－１，２位数＝

・１位数＋１位数＝２位数 １，２位数

・減法の検算（逆算）

⑩ひきざん

・２位数－１位数＝１位数 ⑦計算のくふう

・３口の数の加法（結合

法則）

・３口の加減法の筆算

本単元

たし算とひき算のひっ算

・２位数＋１，２位数＝

３位数とその逆の減法
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５ 単元計画（１０時間扱い）

小単元 時 主な学習活動 主な評価規準

①たし算 １ ・場面をとらえ、立式について考える。 【考】既習の加法との違いをとらえ、
・８３＋４６の計算のしかたを考える。 既習の筆算の原理・手順を適用
・筆算のしかたをまとめる。 して、２位数＋２位数＝３位数

（百の位へ繰り上がりあり）を考
えている。

２ ・７６＋５８の筆算のしかたを考える。 【考】２位数＋１，２位数＝３位数（十，
・筆算の仕方をまとめる。 百の位へ繰り上がりあり）の筆
・上記の型と、５２＋７８の計算練習を 算のしかたを既習をもとに考え

2-2 する。 ている。
本 【表】２位数＋１，２位数＝３位数（十，
時 百の位へ繰り上がりあり）の筆

算ができる。

３ ・４６＋５７、９３＋８の筆算の計算のし 【考】２位数＋１，２位数＝３位数（百
かたを考える。 の位へ波及的繰り上がりあり）

・筆算の仕方をまとめる。 の筆算のしかたを既習をもとに
2-3 ・上記の型の計算練習をする。 考えている。
本 【表】２位数＋１，２位数＝３位数（百
時 の位へ波及的繰り上がりあり）

の筆算ができる。

②ひき算 ４ ・場面をとらえ立式について考える。 【考】既習の減法との違いを認め、既

・１２５－５３の筆算のしかたを考える。 習の筆算の原理・手順を適用し
・筆算のしかたをまとめる。 て３位数－２位数（十の位へ繰
・上記の型の計算練習をする。 り下がりあり）を考えている。

５ ・１４６－８９の筆算のしかたを考える。 【考】３位数－２位数（一，十の位へ
・筆算のしかたをまとめる。 繰り下がりあり）の筆算のしか
・上記の型の計算練習をする。 たを既習をもとに考えている。

2-1 【表】３位数－２位数（一，十の位へ
本 繰り下がりあり）の筆算ができ
時 る。

６ ・１０２－６５の筆算のしかたを考える。 【考】３位数－２位数（一，十の位へ
・ ・筆算のしかたを考える。 波及的繰り下がりあり）の筆算
７ のしかたを既習をもとに考えて

いる。

【表】３位数－２位数（一，十の位へ

波及的繰り下がりあり）の筆算

ができる。

８ ・文章題や、問題づくりに取り組む。 【表】３位数－２位数の減法を理解し

て、問題を解決することができ

る。

まとめ ９ ・「力をつけよう」に取り組む。 【表】学習内容を正しく用いて、問題
を解決することができる。

10 ・「たしかめよう」に取り組む。 【知】基本的な学習内容について理解

している。
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６ 本時の指導に関わる既習事項

本時の学習課題（２－２）

くり上がりが２回あるひっ

算のしかたを考えよう。
本単元の学習内容

２年
②何十の計算
・１０を単位とする数の構

成に着目した数え方と加
法計算

・４０＋３０
③たし算のひっ算
・加法の筆算形式
・加法の検算（交換法則）
・３７＋２８
・２８＋３２ ２８＋６

２８＋２ ３＋８７

１年

④ふえたりへったり

・３口の数の加法

・９＋１＋３

⑨たしざん

・１位数＋１位数＝２位数

・６＋７ ３＋８ １＋９

本時の学習課題（２－３）

一の位がくりく上がるの

で、十の位もくり上がるひっ

算のしかたを考えよう。

本単元の学習内容

２年
②何十の計算
・１０を単位とする数の構

成に着目した数え方と加
法計算

・４０＋３０
③たし算のひっ算
・加法の筆算形式
・加法の検算（交換法則）
・３７＋２８
・２８＋３２ ２８＋６

２８＋２ ３＋８７
１年

⑧ふえたりへったり

・３口の数の加法

・９＋１＋３

⑨たしざん

・１位数＋１位数＝２位数

・６＋７ ３＋８ １＋９

１年

④のこりはいくつ

ちがいはいくつ

・１位数－１位数＝１位数

⑨ひきざん

・２位数－１位数＝１位数

・１６－９ １５－９

１３－５ １４－７

本単元の学習内容

本時の学習課題（２－１）

一の位と十の位へくり下が

りがあるひっ算のしかたを考

えよう。

２年
②何十の計算
・１０を単位とする数の構

成に着目した数え方と減
法計算

・６０－２０
③ひき算のひっ算
・減法の筆算形式
・減法の検算（逆算）
・４５－１８
・４０－１８ ４５－３８

４５－８ ４０－８
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７ 本時の指導（２－１）
（１）目標

３位数－２位数（一，十の位へ繰り下がりあり）の筆算のしかたを理解し、その計算ができる。

（２）研究に関わって
手だて１

・既習事項（１２９－５３）と問題（１４６－８９）を具体的に比較することで、課題を明確
にし、自力解決の実行をスムーズに行わせる。

手だて２
・定着・習熟の段階で、一の位と十の位へ繰り下がりがある筆算の問題を解き、その解き方を

説明することにより、筆算のしかたを身に付けさせていく。

（３）展開

段階 学習過程 学習の実際 ○留意点・●評価

つ 既習事項 １ 既習事項を確認する。 ○前時の学習（１２９－５３）

か の確認 から筆算のしかたや気をつ
む ける点等を確認させる。

問題提示 ２ 問題を把握する。

１４６－８９のひっ算のしかたを

考えよう。 ○既習事項との比較から、一，

課題把握 ３ 課題を見出す。 十の位の両方へ繰り下がり

があることをおさえさえ、
一の位と十の位へくり下がりがある 課題につなげていきたい。

ひっ算のしかたを考えよう。
５

解決の ４ 課題を解決するための見通しをもつ。

わ 見通し ・繰り下がりが２回あることを確認し、筆

か 算をしようとする。

る 解決の ５ 問題を解く。

実行 （１）自分で解く。

・自分で問題を解いた後、筆算のしかたを ●３位数－２位数（一，十の

言葉でノートにまとめる。 位へ繰り下がりあり）の筆

（２）考えを発表する。 算のしかたを既習をもとに

・答えが５７であることを、筆算と数カー 考えている。（観察・ノー

ドの操作を通して、全体で確認する。 ト）

＜数カード操作＞ ○数カードの操作と筆算のし

百の位 十の位 一の位 かたを関連づけることで

１００ １０ １ １ 理解を確実にさせる。

１０ １

１０ １

１０ １
③ ① １

１０ １０ １０ １ １ １ １

１０ １０ １０ １ １ １

１０ １０ １０ １ １ １

１０ １０ １ １ １

１０ １０ １ １ １

④ ②

時 間
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１０ １ １

１０ １ １

１０ １

１０ １

１０ １

＜筆算＞

３

１ ４ ６

○言葉でまとめることで、理

８ ９ 解をより確実なものにさせ

る。

５ ７

・筆算のしかたを言葉で発表する。

＜一の位＞

①十の位から１繰り下げる。

１６－９＝７

＜十の位＞

②１繰り下げたので３

③百の位から１繰り下げる。

１３－８＝５

④１４６－８９＝５７

一般化 ６ 類題を解く。 ●筆算のしかたを確かめなが

・１２５－４９、１１３－６５を解く。 ら、類題を解くことができ

る。（ノート）

７ まとめる。

○繰り下がりのある筆算で、

くり下がりが２かいあるひっ算も、 その上の位のひかれる数の

今までとおなじように計算できる。 変化についてもつかませ

３０ る。

つ 定着・ ８ 練習問題を解く。 ●繰り下がりが２回ある筆算

か 習熟 ・Ｐ７２③の問題を解く。 ができる。（ノート・観察）

う 例 １５４－９７ １６３－７４ など

・１５４－９７の筆算のしかたを言葉で説 １０
明する。

（４）評価

３位数－２位数（一，十の位へ繰り下がりあり）の筆算のしかたを理解し、計算ができたか。



７ 本時の指導（２－２）

（１）目標
２位数＋２位数＝３位数（十，百の位へ繰り上がりあり）の筆算のしかたを理解し、その計
算ができる。

（２）研究に関わって
手だて１

・既習事項として、前時に学習した２位数＋２位数＝３位数（百の位へ繰り上がりあり）の計
算と本時の問題を比べることで具体的な違いに気づかせ、自力解決をしやすいようにする。

手だて２
・７５＋３６のような十，百の位へ繰り上がりのある筆算の問題作り、解くことで、筆算の定

着を図る。

（３）展開

段階 学習過程 学習の実際 時間 ○留意点・●評価

つ 既習事項 １ 既習事項を確認する。 ○前時で学習した２位数＋

か の確認 ２位数＝３位数（百の位

む 問題提示 ２ 問題を把握する。 へ繰り上がりあり）の筆

７６＋５８のひっ算のしかたを考え 算の仕方を思い出させる。

ましょう。

課題把握 ３ 課題を見出す。 ○２位数＋２位数＝３位数

（百の位へ繰り上がりあり）
くり上がりが２かいあるひっ算のし との違いに気付かせ、課

かたを考えよう。 ７ 題につなげる。

わ 解決の ４ 課題を解決するための見通しをもつ。

か 見通し ・２位数＋２位数＝３位数（百の位へ繰り

る 上がりあり）の筆算をもとに考えること

を確認する。

解決の ５ 問題を解く。

実行 （１）自分で解く。 ○既習の筆算を思い出しな

・筆算を用いて解く。 がら、問題を解かせる。

① １ ② 解けた場合は、解き方を

７ ６ ７ ６ ノートにまとめさせる。

＋ ５ ８ ＋ ５ ８

●２位数＋２位数＝３位数

１ ３ ４ １ ２ ４ （十，百の位へ繰り上がり

（２）考えを発表する。 あり）の筆算のしかたを

・筆算の仕方を言葉で説明する。 既習をもとに考えている。

＜一の位＞ （観察・ノート）

①６＋８＝１４

②十の位に１繰り上げる。 ○①が求める筆算であるが、

＜十の位＞ 繰り上がりを忘れた②の

③くり上げた１と７で８ かたちも扱い、十の位と

④８＋５＝１３ 百の位へ繰り上がりがあ

百の位へ１繰り上げる ることを意識づける。

⑤７６＋５８＝１３４



・数カードを用いて説明する。

百の位 十の位 一の位 ○言葉での説明・数カード

の操作・筆算の手順を関

１０ １０ １ １ 連づけることで、筆算の

１０ １０ １ 仕方を理解させる。

100 １０ １
１０ １
１０ 10 １

１０ １ １

１０ １ １

１０ １ １

１０ １
１０ １

100 １０ １

１０ １

１０ １

１

一般化 ６ 類題を解く。 ●筆算の手順を確かめなが

・８６＋６７＝１３４ ら、繰り上がりに気を付

７ まとめる。 けて、計算することがで

きる。（観察・ノート）
くり上がりが２かいあるひっ算も今

までと同じように計算できる。 ２３

つ 定着・ ８ 練習問題を解く。 ●２位数＋２位数＝３位数

か 習熟 ・十，百の位へ繰り上がりのある筆算 の （十，百の位へ繰り上がり

う 問題を作り、解く。 あり）の筆算を自分で作

例 ７４＋４６ ２３＋９８ など １５ り、計算できる。
（ノート・観察）

（４）評価

２位数＋２位数＝３位数（十，百の位へ繰り上がりあり）の筆算のしかたを理解し、計算ができた

か。



７ 本時の指導 （２－３）

（１）目標

２位数＋１，２位数＝３位数（百の位へ波及的繰り上がりあり）の筆算のしかたを理解し、そ

の計算ができる。

（２）研究に関わって

手だて１

・既習の２位数＋２位数＝３位数（十，百の位へ繰り上がりあり）の筆算について想起させ、

計算のしかたを確認することで、前時に扱った問題と本時の問題との違いに気付くことがで

きるようにする。

・解決の見通しをもったり、自分で問題を解いたりする場面でも、既習の筆算のしかたをもと

に考えられるように、前時で学習した繰り上がりが２回ある筆算のしかたを掲示する。

手だて２

・定着・習熟の段階では、本時で学習した波及的繰り上がりのある筆算についての理解を深め

るため、複数の筆算の問題の中から本時で学習した筆算と同じ型のものを見つけるという内

容の練習問題を出題する。

・計算練習では、波及的繰り上がりのある筆算の問題を型分けし、どの型についても練習する

ことができるように出題する。

（３）展開

段階 学習過程 学習の実際 時間 ○留意点・●評価

既習事項の確認 １ 既習事項を確認する。 ○前時までの確認を

する。（76 ＋ 58）
つ

問題提示 ２ 問題を把握する。 ○前時と比較して、

ひっさんのしかたを考えましょう。 本時の問題では、

① ４６ ② ９３ 一の位から十の位

か ＋５７ ＋ ８ への繰り上がりが

あるために、十の

位が１０になり、

課題把握 ３ 課題を見出す。 百の位に波及的に

む 一の位がくり上がるので、十の位もくり上 繰り上がることに

がるひっさんのしかたを考えよう。 気付かせ、課題に

７ つなげる。

解決の見通し ４ 課題を解決するための見通しをもつ。 ○課題把握で確認し

・繰り上がりが２回になること、これまでの筆 た本時の問題の特

算のしかたをもとに計算してみることなど、 徴を振り返らせ、

わ 解決の見通しをもつ。 解決の見通しをも

たせる。

解決の実行 ５ 問題を解く。（①の問題のみ） ●既習の繰り上がり

（１）自分で解く。 が２回の筆算のし

か １ かたをもとに考え

① ４６ 一の位の計算 ている。（ノート

＋５７ ６＋７＝１３ ・観察）

１０３ 十の位に１くり上げる。 ○筆算が終わった子

る 十の位の計算 には言葉での説明

くり上げた１と４で５。 も書かせる。

５＋５＝１０



百の位に１くり上げる。

４６＋５７＝１０３

（２）考えを発表する。

・筆算と言葉での説明を発表する。

・数カードを使って確かめる。

百の位 十の位 一の位 ○筆算・言葉・数カ

ードを対応させ、

１ １ １ １ １ 筆算のしかたを理

10 10 10 10 10 解させる。

100 １

10 10 10 10 10 １ １ １ １ １

１ １

100 １ １ １

一般化 ６ 類題を解く。 ●繰り上がりに気を

・②の問題９３＋８を解く。 つけて、類題を解

１ くことができる。

② ９３ （ノート・観察）

＋ ８ ○たす数が１位数の

１０１ ときも、計算のし

かたは同じである

７ まとめる。 ことを確認する。

一の位がくり上がるので、十の位もくり上が

るひっさんも、今までと同じけいさんのしかた

でけいさんする。 ２３

つ 定着・習熟 ８ 練習問題を解く。 ●筆算の手順に従っ

・複数の筆算の問題の中から本時で学習した筆 て、正しく計算す

か 算と同じ型のものを見つける問題を解く。 ることができる。

・計算練習をする。 （ノート・観察）

う ７５＋２９ ９８＋７ ５＋９６など １５

（４）評価

２位数＋１，２位数＝３位数（百の位へ波及的繰り上がりあり）の筆算のしかたを理解し、計

算ができたか。
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